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とを見いだしたo ﾒ ， ε 一不飽和イミンはノマラジウム・酸触媒lとより， アリルアミンとカノレボニル化合物













第四章では，二価銅塩による δ ， ε ー不飽和アミンの分子内環化反応について述べているロ å ， ε ー不
飽和アミンは 3 ーアザーコーフ転位生成物で、ある å ， é 一不飽和イミンの選択的還元により容易に得られ











著者はまず，零価パラジウム錯体触媒と微量の酸を用いる乙とにより， 20 OOCの高温を要していた 3
-アザーコープ転位を温和な条件下で行なうことに成功しているo 乙の反応機構を解明すると共に，カノレ




ε ー不飽和アミンの分子内環化反応を行ない，アルカロイドの前駆体である 3 ー置換ピペリジンを選択的
に合成している。さらに，二価パラジウム触媒によるアルケニルジオーノレの分子内環化反応の開発を行な
い，南部マックイムシの性誘引フェロモンであるフロンタリンの短段階合成を行なっているo
以上の結果は，遷移金属錯体触媒を用いるアミノ化合物の変換反応を開発し，種々の生理活性物質を合
成したもので，有機合成の分野に大きく寄与するものであり，博士論文として価値あるものと認める o
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